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に合わせた情報発信が必要だと思われる。 

また、列車の外観、車内の内装を見て、触って、漂っているするめいか・石炭の香りを匂っ

て、外の吹雪の音を聞いて、「五感」とも感じたタイムスリップのようなストーブ列車は夏場

に停止しているにもかかわらず、調査員らの心を大変魅了した素晴らしいコンテンツとして

高く評価された。近年ローカル列車による観光的な利用が増えたが、「歴史役割を果たしたス

トーブ列車が保存された経緯」などをもっと詳しく知りたい外国人調査員の要望もあった。

このような日本文化に大変興味を持っている「日本通」外国人観光客も視野に入れ、車内に

東北地方昔の生活を反映する写真などを展示し、ストーブ列車の文化背景及び歴史価値への

理解を更に深める工夫が期待される。冬場の運航期間以外には、博物館・郷土文化館の役割

を果たし、一年中に親しまれる地域のシンボル的な存在になるように機能させる必要がある。 

 

 
写真 6 津軽鉄道・ストーブ列車車内の様子 

（注）筆者撮影（2017 年 9 月） 

 

（8）地吹雪ツアー 

青森県の地吹雪体験はスキー、樹氷と並べ、東北の冬の三大コンテンツにしても過言では

ない。「世界で積雪が最も深い青森」でしか体験できないこのツアーの魅力をもっと国内外の

日本人、外国人観光客に知ってもらいたい。「体験後の思い出になるような観光土産品がない

ことはちょっと残念ですが、経験の豊富な指導員による案内があることは安心感が得られた」

と外国人調査員の感想であった。 

真っ白の雪世界に彩る風雪に耐えるための角巻をベストやスカートに変身できるようにデ

ザインして、或は DIY 飾りで世界唯一のマイ毛布にしたり、掛け絵にしたり、実用性と鑑賞

性のある観光土産品（日用品・芸術品）に開発することを外国人調査員から、体験後の観光

土産品開発についてのユニークな提案があった。商品の開発と販売をするため、国内外での

コンテストや販売会を実施し、冬以外の時期にも地吹雪に関心を持ってもらうこと、外国人

に分かりやすいように「世界で積雪が一番深いところ」との説明を強調すれば、外国人観光

客の心に届くではないかと、外国人調査員からのもう一つの提案であった。 
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写真 7 芦原公園にて模擬地吹雪体験 

（注）筆者撮影（2017 年 9 月） 

 

8 か所の観光施設・スポットについて、外国人調査員による上述した主な評価・感想・意

見・提案のほか、評価シート結果及び考察についての追加内容を表 5 のようにまとめる。 

 

表 5 外国人調査員による調査結果（補足） 
 

観光施設・スポット 課 題 対 策 

1 星雪館  
周りの自然を十分に生かされて

いない  
川遊びや植物観察などを入れる民泊

プログラムの充実  

2 秋田内陸縦貫鉄道  
乗客が少ない  内陸縦貫鉄道チャーネルを作り、ユー

チューブなどで宣伝動画をアップ  

3 秋田犬会館  
施設が古い  
犬と遊ぶ空間が狭い  

2 階を有効に活用すること；  
犬とお散歩コースを作ること 

4 田んぼアート チケットを買う回数が多い  まとめて買う/共通券の用意 

5 弘前城 多言語化標記 英語版・中国語版の標記  

6 
青森スプリング・スキー

リゾート（ロックウッド

ホテル） 

外国人観光客を長く滞在できる

ようの工夫（特に夏季）  
日本在住外国人に向けての地域性を

生かした体験型ツアーの造成・販売 

7 津軽鉄道・ストーブ列車

お土産か思い出の観光商品が少

ない、発信が足りない 
お土産商品開発（列車の模型、ポスト

カート）、車内にポストの設置、SNS
かホームページなどのネットによる

情報発信の強化  

8 津軽地吹雪会 
三大スノーコンテンツの発信力

がまだまだ不十分 
SNS かホームページなどのネットソ

フトを活用して動画などをたくさん

みせて発信する  
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３．むすび 
 
外国人延べ宿泊者数が全国シェアの 1％強にしか過ぎないインバウンド観光の後進地と言

われている東北地方において東北の冬のコンテンツに対しての認識度は低い状態にある。一

方、国内観光市場においては北陸信越、九州地方とほぼ同じ水準にある。観光資源・施設の

問題というより外国人を意識した宣伝方法が大事であり、外国人目線の観光魅力調査と外国

人の観光ニーズの把握が特に重要である。 

今回の調査を通じて、東北地方においては、「スキー」、「樹氷」、「地吹雪」3 大スノーコン

テンツをはじめ、「ストーブ列車」、川下りで見れる山水画のような「雪景色」、優れている「温

泉」資源など、国内外を問わず、人気のある観光素材が多数揃っていることが再度認識する

ことができた。しかし、このような「東北ならでは」の観光コンテンツについて、特定なター

ゲット、特に外国人向けての情報発信が更に強化すべきことを強く感じた。2016 年 1 月から

12 月の東北地方における国籍（出身別）外国人延べ宿泊者数の構成（図 2）をみると、青森

県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 6 県において、台湾出身の外国人観光客の比

率は 36％、52％、33％、39％、44％、26％で、高い割合を占めており、今後、スキー人口の

増加を見据えた中国の観光客や、雪景色や雪触れ合うことに興味を持つ東南アジアの観光客、

更に、スキー需要の高い豪州の観光客などに向けて、それぞれの観光ニーズに合わせた適切

な情報発信により、多くの国・地域から効果的に集客することが大いに期待される。 

 

 
図 2 東北地方における国籍（出身地）別外国人延べ宿泊者数構成比（2016 年 1～12 月） 

出所：観光庁「宿泊旅行統計調査」より 

 

上記のスノーコンテンツをベースにし、地域に根ざした文化やその地域にしかできない体

験を取り入れ、外国人観光客の視点を重視する 3「C」（CHARACTER「気質」、CREATION「作

品」、COMMON LIFE「普段の生活」）を感じさせるような観光商品造成と情報発信が東北地

域のインバウンド観光を振興させる重要な方法である。国内観光需要との訴求する主なポイ

ントも異なり、ターゲット地域・国に応じて、外国人観光客の視点と意見も大事であり、外

国人調査員による調査・検証やモニターツアーの実施は有効な手段として、インバウンド観

光の持続的な発展のために役割を果たす。 

本論文は、外国人調査員による調査・検証やモニターツアーの実施は、外国人の視点から

考察している点で、東北地方での観光需要において有益な情報を提供している。また、東北
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地方の観光資源を産学連携で取り組んでいる一例を示している。一方で、観光資源の活用に

向けた産学連携のあり方や新たな観光資源の活用においては、本研究の成果をもとに引き続

き、調査・研究を行う必要がある。 
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The Tourist Charm of Snow Contents in TOHOKU 
from Foreigners’ Sight 

 
Hang Yu 

 

 

Abstract 

In the "Tourism Vision Conference supporting Japan tomorrow" announced in 2016, the goal of 

inbound tourism was set at 40 million in 2020 and 60 million in 2030. To achieve this goal, the key is 

to be securing about inbound tourism and continuing to increase the distribution to the rural areas. For 

this time, pay attention to the Tohoku region, which is said to be the backward place of inbound 

tourism which is only over 1% of the national share of foreign guests, improves the situation where 

foreign visitors are less aware of and less willing to visit For the purpose of further refining contents 

based on foreigners' viewpoints, We will participate in the monitor tour "Tohoku and snow content 

project in winter - polishing up Tohoku tourist content in winter" field survey with foreigners' 

perspective ", based on the results of the field survey, and other foreign investigators. Refer to the 

contents of the evaluation sheet and visit facilities / tourist spots ,8 places : 1)Senboku-shi rural village 

experiential promotion council - Seisetu-kan farm house residential stays; 2) Akita inland coastal 

railway; 3) Akita dog hall; 4) Inakadademura  rice field Art ; 5) Hirosaki Castle; 6) Aomori Spring 

Resort Ski Area; 7) Tsugaru Railway; 8) Tsugaru Rift Snow Association, each tourism appeal, 

problems and future improvement measures, etc , are summarized. 

 


